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第 7 回全科協博物館事業研究会について (報告〉

第 7 回全科協博物館[事業研究会は ， さる 3 月 1 日から 迎念の段階から理論となって， はじめて行政的な施策が

3 日までの 3 日聞にわたって実施された.この研究会 立てられるとと ， あるいは，社会教育は人びとの自発的

は，科学博物館の運営上当面している諸問題を取りあ な学習が先決で， 乙れを前提に社会教育行政が進められ

げ，乙れを解決する効果的，実際的な方法を追求する乙 ている乙となどに触れ， 最後に家庭における親と子を結

とを趣旨としたもので， 今回は ， 第 5 回の展示の企画， びつけているようなものが，科学博物館と利用者の聞に

第 6 回の展示の実施段階に引き続き，1科学博物館におけ 期待できるのではないかと示唆された . 日常の仕事に追

る展示の理論と実際~展示の保守管理を中心として-J われ，とかく近視限的にな りがちのわれわれ現場の人聞

を研究テーマと して行われた にとって， きわめて有意義な講演であったように思う .

参加者は ， 事務局を含め37名で， 乙れまでのうちもっ 講演の終了後， 午後 3 時か ら ， 事務局側であらかじめ

とも多く，また， 会場は国立科学博物館を主会場として 準備した配布資料にもとづき，保守管理の概念， 展示の

行われたが 3 日目の午後は会場を交通博物館lζ移し ， 保守管理，照明の保守管理等について話題提供を行い ，

全体のまとめの観点から，現場における保守管理の実情 さらに参加者からも問題点を追加していただき， 2 日 目

について見学した からの研究討議の基盤を明らかにした.

まず，研究会の日程を追っての実施内容の概要を報告 第 2 日目 (3 月 2 日)

すると次のとおりである . 午前は 1011寺から 21侍聞にわたって，各参加者から ， 展

第 1 日 目 ( 3 月 1 日〕 示の保守管理上の具体的な問題点を出していただき，そ

1011寺30分開会， はじめに ， 全科昔話理事長 福田繁国立 れを解決する糸口としてのアイデア等を体験した館園か

科学博物館長からあいさつがあった.その内容は ， 不況 ら提出していただくという形をとりながら ， 相互に研究

|時代への科学博物館の対応， 博物館行政，特に税制上の 討議を行った.

問題点，後進国の博物館事業振興iζ寄与するための方策 午後は ， 展示の保守管理につながる大きな要素となっ

等， いずれも，わが国における博物館事業が当面の問題 ている照明を取りあげ， 簡単な実習を行った.すなわ

として指向しなければならない事柄を明確に示されたも ち， 展示の実施にあたって， たとえば，ケース内の明る

のであった.続いて参加者から自己紹介を含め各館園の さの分布というような乙とは， 重要な乙とであるにもか

近況紹介，ならびに事務局から日程説明等が行われた かわらず， あまり意識されていないように恩われたの

午後は ， 文部省社会教育宮 伊藤俊夫氏を諮問i として で ， 明るさの性質iζ対する関心を高める意味もあって，

「組会教育行政と博物館~科学博物館 IL:期待するもの」 実際に照度計を使って，光源， 壁面の色を変えた 3 種類

について講演が行われた. その主な内容は，まず，生渡教 の場合のケース内の明るさを測定した いうまでもなく

育の理念について，①教育の概念の拡大，②教育の垂直 明るさはいくつかの要素がからみ合っていて， その測定

的統合，①教育の水平的統合，④教育の内容の統合， の はむずかしいものであるが， 展示をする{目肋〉らすれば，

4 つの観点に立って，それぞれ興味ある具体的な事例を 一つの傾向をつかむだけでもよいのでなし、かとの考えか

あげながらわかりやすく話された. さらに，生涯教育は ら行ったものである.
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第 3 日目 ( 3 月 3 日)

午前は ， 前日の実習によって得た数値をもとに相対照

度を算出 し， それによってケース内の明るさの分布を描

いた資料によって， 明るさの性質について意見を交換し

た.引き続き今回の研究会のまとめを行い，国立科学博

物館での日程を終了した .

午後は，前述のように会場を交通博物館に移し， 展示

の保守管理の実情と問題点について，現場で交通博物館

の学芸員の方々から説明を受けながら見学した 学芸員

の方々からは，お忙しいところを全員が出て熱の乙もっ

た解説をしていただいた . 交通博物館の御協力に対し，

乙の誌上を借りてあらためて謝意を表したいと恩う.

次lζ ， 今回の研究会で参加者から提言された問題点あ

るいは解決のための試案等の主な事柄としては， 下記の

ようなものがある . なお，研究会での配布資料は， 各館

園に本ニュースとともに送るととになっている.

研究討議された問題点とその解決策の一例

展示室の床や展示躯体K付着したチューイシガム
o ~区体の表面についたものは四塩化炭素で取るが，スイ
ッチの中 lこ入れられたものは困る .

。大理石はけずらなければならないが， ビニーノレ系だっ
たら取れる.
。展示室では食べ物を禁止 している.
。ガムはかまない乙との申し合わせを先生K指示し， 習
慣づけるようにする .
アンカ ーボノレ ト を撤去すると床のタ イ ノレが浮く

0, 1 ト ジ位のものならコシク Y ー ト K穴をあけてカ ーノレ
ポート を使う 撤去の場合充填だけで済む
。凸凹をきれいにけずり取ってヒeニーノレタイルをはる .
ビニーノレタイノレは余分に買っておくとよい.

水もれ

。雨ではなく配管に問題のあるととが多い.着色洗剤lで

発見する.
。場所を発見 して，コー キング材で処理する.
0 平行張り(重ねばり)する.
。床は傾斜をつけておく.

天窓等の結露防止
。 中に乾燥空気の入った二重窓にする .
。室温と外気の温度差が100以上にならないようにする.
0 特に夜間がひどいので，空調をとめても温度が下がら
ないようにする.

化粧板の色つけ
。メラニン系の化粧板に色をぬるのは無理と思う.はが
れやめくれはアイロンで直す ζ とができる.

ガラスの汚れ ・ ひび割れ
。スプレーを使用し，汚れの程度により混合液を変える .
0 ひび割れはビニーノレテープで応急処理し， 予算がつい
たらガラスをとりかえる.
。ガラスのいたみは保険にかけておく こわれたら，す

- . ・ ぐ 写真撮影して応急処理をとる

展示室の環境
。ダクトの末端になるとエアコンが効かなくなることは
集中方式をとる限りさけられない 末端 1<:: パッテリー
を置くとか， ヒーターを利用する
。各部屋に吸い込み口を設けた方が，空気の流れがよい
。展示前するに， 展示室の空気の流れのことを考える.
。展示室内の炭酸ガス，亜硫酸ガス，粉塵など， すでに
測定している館園も多いが， もっと総合的に調査する
必要がある.

16 ミリ映写機
。巻き取る方法よりも，たてや横 1<::流す方が効率がよい.
。発熱するので，映写機を置く場所では強制換気する .
0 16 ミリのエンドレスをビデオ lζ切りかえたと乙ろ，故
障が少なく，操作も楽になった.

ビデオ

o 規格は，業務用の場合%インチの方がマスタ ー として
は解像力がすぐれている.

0 オ ープンの場合は ， ほこりがつきやすい
。ビデオプロジェクトシスアムは， まだ見る範囲が限定
され， また膜が弱いもう少 し開発を待った方が良い.

保守管理の要員
。清掃， 監視，守衛の業務が別々だと効率が悪い
。機械の保守については，外部の業者に依頼する場合が
多くなっている.例えばコシセン ト のある場所をよく
知っているなど，職員でないと困る場合もある .
。人が増えることは望ましいが，財政的には人件費が総
予算の40-45%となるとむずかしい.ボイラ ーマンと
電気技師は絶対必要である.

このほか，第 3 日目のまとめとしての総合討議で次の

ような ζ とが論議された.まずケース内の明るさの分布

については，一応の傾向を知ることができたが，予備実

験をしていなかったため ， 測定方法， 特 lζ測点のとりか

たに反省すべき点があるととが指摘された. しかし，例

えば， 高さ 110 cm . 奥行80cmのガラスケースで， 天井の

外側に40Wの蛍光灯 1 本をおいて照明を行った場合後部

壁面の上部と下部の明るさは10 : 1 の値を示し，予想以

上に明るさの変化のある ζ とがわかるなどいくつかの傾

向を知る ζ とができ，今後，さらに光源，ケース内の色な

どを変えて実験を行い，いろいろな場合のデータを集め

てみる必要性を相互に確認した. また ， 展示資料の劣化

に関連する保守管理の対策は ， ひいては展示更新につな

がる問題で， 乙の場合， 館園間で交換できる資料の情報

交換が効率ょくできるような体制づくりが必要であると

いうような意見がでるまでに発展した. 最後に， 保守管

理の要点を明らかにし， 乙れらを効果的に処理できるよ

うに系統的なシステムを確立することが望ましいとされ

たが，そのためには，やはり各館園の現場における積み

上げが必要で=あり，さらに良いアイディア， 対策があっ

たら，全科協ニュース等をとおして情報の交換を続けて

いこうという乙とが申し合わされた.
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【新しい展示】

生命を育くむ 一食糧と農業 一

オープング

昭和49ft三より進めている科学技術館の展示更新も順調

IC進み， 今年は農業協同組合の御協力を得て農業関係の

展示を更新し 4 月 1 日 IC オープジした.以下その展示

概要を御紹介したい

展示の製作

。展示場所: 4 階E室

。展示面積 : 320 nf 

。展示製作費 ・ 90， 000千円

(企画，設計， 施工管理費を含む)

。製作期間

調査， 企画，設計 約 6 カ月

工場製作 約 2 カ月

現場工事 約 2 カ月

。製作者

稲垣道彦デヂイジ事務所，制学習研究社，附フジ

ヤ，制西尾製作所他

展示内容

。シンボノレ展示

展示場入口 IC，巨大なカボチャ ， 9 ジゴ， 牛乳パック

がある. 日米の農産物，野菜， 果物，郎農をシンボライ

ズしたものマある.カボチャの中には 2 -3 人の観客が
たね

入れる.中では ， 主な野菜の種を10種類，ノレーペで見ら

れるようにな っており，その種を見て野菜の種類を当て

させるディスプレイとなっている.乙のほか，牛乳パッ

クではステレオ写真による「牛乳のできるまで」を， リ

ンゴの部屋の中では果物百科を学ぶ乙とができる.

シンボノレ展示一一乙の中で，野菜のタネを
当てるクイズが楽しめる
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科学技術館

。私たちとお米

ζζでは人工環境調節装置(グロースキャビネット)

を使って実際 IC稲の栽培を行っている . との都屋 iζ来れ

ば，いつでも稲穂が見られるようにしようというわけで，

繊員の手聞はかかるが採用に踏み切ったものである . 乙

のほか，世界の代表的なお米(もみ)を栽培種と野生種

lζ別け ， 合計13種類を展示し，その特徴を紹介するコー

ナー ， 玄米を白米K精米する実験などにより構成されて

いる.

。ワイドピデ才シアター

最近宿探メーカの開発が進んだビデオ拡大スク D ー ン

(約60イ ンチ)を利用し， I 日 本の米づくりj， I野菜の

流通」の 2 本のプログラム(それぞれ約 5 分〕を見られ

るミニホーノレである.明るい場所でもかなり鮮かな画像

が得られるし， オンエア番組も見る乙とができるので，

今後多用されるであろう.

。コンビュータ ・ レストラン

ζ の部屋の目玉展示の一つである . ミニコンビュータ

を自ら操作して，自分の選んだ献立の栄養分析を してみ

よう ， というものである . とのコーナには，ち ょうどレ

ストランのショクワイジ ドと同様に， 150 種類の和食，

洋食， 中華料理， 菓子，飲物，果物などのすンプノレが並

ぶケースがある . 観客は， ζ の中から自分の食べたい献

立を選んで 1 日のメニュ ーを組み立てる すぐそばにあ

るミニコンはテンキーボードを使って入力することがで

きるもので，メニュ ーの番号と自分の年齢を入 力す る

コンビュータレストラン 右のメニューサンプノレ
から選んだ献立を左のコンピュ ータで分析する
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と，全体の栄養価，カロ 3 ーがプラクジ管lζ表示される

とともに，その年齢の標準栄養素，カロ D ーなどと比較

され， どのような食べ物を増減すればよいかが表示され

る.また ， くわしいデータを欲しい人には， 操作員が操

作 し . {:本絡診断， 栄養評価，総合的注芯などをプリント

にして打ち出す ζ ともできるようにな っている .

乙のコーナでは，ほかにデモンス卜 νーションキッチ

ンがあり，近い将来， 栄養学を専門とする大学の助手ク

ラスによる栄養相談などを実施しようと計画中である .

00000農園

乙乙には， 乳牛のいる牧場があり ， みかんの実る果樹

園がある.もちろん全部が本物ではないが，乳牛は本物

のはく製である . 農業が自然の恵みを利用する作業であ

る乙とは自明の ζ とであ るが，科学技術の発達が農業を

工業として見てしまうようになってはいないか. r農業

はあくまで農業であり工業ではない」という理念を表現

しようと， ζ うしたフィーノレドをつくったわけである.

もちろん，ただそれだけでは意味がないので， 乙の牧場

風な雰囲気に溶け込むようなディスプレイによるビデオ

Q&A を楽しむζ とができる.ζ の Q&A の中で，私た

ちが日常食糧としている農産物の神磁的な現象， 生命の

発育の不思議な仕組などを学ぶζ とができるのである .

しかし， とのコーナのハイライトは，何といっても ，

ヒヨコのふ化を観察できるコーナである . 当館でも以前

IL実施した経験のあふ展示であるが，来館者からの希望

も多く，また自然と生命のもつ感動的なシー シを味わう

ものとしてとれにかなうものがなく ， 再主査場となったも

のである .

この展示の問題は ， 有精卵の安定供給， 生まれたヒヨ

コの処理， 悪臭の処理などである.これらが一応， 恒常

ひよとの誕生一一毎日 10数羽のひょとが生まれ
る瞬間を観察できる

的lζ解決できる見通しが立ったので採用に至るととがで

きた

現在順調にふ化が行われ， 日本で生産されている採卵

用鶏，肉用鶏の優秀な品種を見る乙とができるため，子

供から大人まで，人気の的といったところである.

なお， この農園の名称は，一般公募していて現在無名

となっており 6 月にはコーナ名がつけられる.

。農業なんでもコーナ

とのコーナは一種の情報コーナとなっており，人工衛

星と農地利用，食糧自給の問題， 輸出入の問題などを幅

広く扱おうとする場所である コーナの特色は， マイク

ロフィッシュ 3 ーダを観客自ら扱えるようにしたととで

ある . 当館のように産業を扱う展示館として常に問題に

なってきたのは ， 統計などの表示である 目 毎年数値が更

新されるものを，従来のようにパヰ、ノレで、表現すると ， 訂

正が恩うにまかせず， そのまま放置され，観客から注文

をつけられるケースがよくあったのである しかし，今

後は常に新しい情報を提供できるとととなり，大きな期

待を寄せていると ζ ろである .

マイクロブィッシュ 3 ーダを採用したもう一つの理由

IL . 文字パヰ、ノレをできる だけ少なくし， 観客の欲しい情

報は，自分で選択し，乙の Y ーダでコピーをとって自宅

でゆっくり読んでもらおうと い う意図もある.装置の故

障のととがやや気がかりではあるが， 成功した場合は，

他の展示室でも利用してみようと考えていると ζ ろであ

る .

企画スタッフとして

科学技術館の展示としてはやや異質とも思えるこの展

示を企画して，まず第ーに思う ζ とは，農業と科学技術

の深いつながりである . とくに，技術よりも品種の改

良， 生命活動の解明など，日本人が古来より取り組んで

きた科学する心の成果が， むしろ今， 大きな実りとなっ

てきているのではないかと恩う.

稲の実験栽培iζ しろ， ヒヨコのふ化にしろ ， 観客が新

鮮な感動の白を，いつまでも向けて離れない姿をみると

き ， 日本人が自然と対話しながら育くんできた農業技術

の偉大さに大きな驚きを覚えるのである .

ζ の展示をつくるに当たっては，国立農業技術研究

所， 栄養大学等多くの専門家に御指導を賜った. 企画ス

タップの 1 人として今思うことは，新鮮な感覚を学ぶ乙

とができた ζ と ， この一つであ る.

諸兄の街l視察を賜り ，御批評をお願いしたい.

(山田 英徳〉
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【新しい展示】

「移動式クレーンの安全」 実演装置

乙の装霞は，移動式クレーンを対象にとりあげて，ク

レー ンのブームが旋回・伸長・起伏する l擦に活線に接触す

ることによって発生する感電災害，あるいは荷重の限界

点を ζ えることによって発生するブームの折損やクレー

ンの倒壊事故を防止するために必要な，活線近接箸報装

置および過負荷防止装置ならびに過度の巻上げによるフ

ックの事故を防止する巻過防止装置の働きを， 実演によ

って理解できるよう にしたものである.その構成は基礎

産業安全技術館

台 ・ クレー ン本体 ・ 運転席 ・ 操作レパーおよび前記の安

全装置の主要部分を格納するボックス等より成ってお

り， レパー操作にともなうブームの運動IC応じて， 活線

近接警報装置や過負荷防止に装置ならびにブックの巻上

げに応じた ， 巻過防止装置の機能を直接観察する ζ とが

できる.

活線近接瞥報装置は，ブームの旋回， 伸長 iとより，そ

の先端が模擬電柱の被覆電線(交流200Vの電圧を印加)

lζ近接する とき響報が発生する . 過負荷防止装置はブー

ムの倒伏伸長による吊り上げる荷の荷重の増加に対し，

定格荷重に接近した時点で予告瞥報を発し ， さらに増加

して定格負荷に達したとき停止嘗報の発生と同時にブー

ムの倒伏，伸長， 吊り上げの動作が自動的に停止する .

また ， 巻過防止装置はブックがブームの先端lζ近づいた

ときに，巻上げを停止するようになっている.

乙の展示品は，産業安全技術館常設展示場の運搬災害

防止コーナーに 2 月 15 日 より公開されたものであり，乙

れまで解説パネノレだけによって説明されていた内容を，

実演によって理解するととができるというメリッ トは き

わめて大きい(香坂敏夫)

会員館園の紹介

電気通信科学館

所在地 東京都千代田区大手町 2 -2 -2 (~100) 

電 話 (03) 241 -8 0 8 0 

休館日 毎週月曜日 ， 年末年始

開館以降 3 年間の運営概況

昭和50年 7 月 1 日，東京 ・ 大手町の旧中央電報局跡lζ

電気通信科学館がオープンしてから ， 間もなく満 3 年を

迎えます.御承知のとおり ， 当電気通信科学館は昭和45

年の電信創業 100 年， 電話創業80年を記念する事業の一

環として， 電電公社により設立されたものですが，姉妹

館と しての逓信総合博物館(郵政省， 電電公社，放送協

会，国際電電の共同設置)がすでに(昭和39年)設立さ

れている乙ともあり ， 当館は電気通信科学lζ関する専門

館として発足しました

開館以来今日 (53年 5 月 23 日)までの総入館者数は

301, 728 人で ， 年間10万人，月平均 8， 400 人 1 日平均

300-400人となっています. 入館者層では，個人団体別

73 : 27，有無料別80: 20， 男女別77: 23，職業別では小

5 

学生33~ぢ， 中学生18~ぢ，高校生1396 ， 大学生10%， 社会

人等26%で， ほぼ設立時の目標にかなった実績をあげて

いるといえます.

しかし，設立当初 1 カ月 当たり 19， 000人もあった入館

者は 2 年目 3 年自に入るに従い，逐次逓減傾向を示

し ， 乙のため ， 2 年度以降年 3 回の特別展を開催するな

ど常設展示での低減化に歯止めをかけてきたのが実情

で， 52年度では特別展開催時の入館者数は全体の53~ぢに

達しています.

現在， 職員は館長以下28名，展示機器装置類似点(展

示面積 3， 400 rrf)ですが， 初年度は諸般の運営態勢を軌

道iζ乗せる乙とに労力の大半が費やされました， 2 年目

からはコンパニオン等による館内外の普及案内業務， パ

ンフレッ ト 等の整備，展示機器装置類の保守体制等も裳

い， 年 3 回の特別展開催を定着化するなど特徴ある社会

教育施設として一応の成果をあげえたものと考えます.

(次ページへつづく)
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当科学館の特徴

情報化社会といわれる今日 ， 私たちの日常生活の中

で，例えばテレビ，ラジオ，電話や電信， 各種制御技

術， さらにコ ン ビュ ータやデータ通信，宇宙通信から電

波天文学などの数々の科学技術は ， 今や欠くことのでき

ないものになっています.にもかかわらず，乙れらを支

える巨大なシステムやテクノロジーは ， 通常私たちの目 ー 、

lζ触れる機会が少ないために一般には理解されていない

のが実情です. 自に見えない電気通信の世界を分かり易

く説明することは ， 大変難しいといわれていますが，当

館ではとの難問に挑戦 し，展示演出K当たっては従来の

いわゆる博物館的イ メ ー ジから脱して， ガラス張りの中

に歴史的展示品を陳列するという方法 l乙代え ， 原理や巌

新の技術の体系について来館者自らが展示機採装置~jを

操作したりして，体験的な理解がえられるよう工夫され

ています

また， 入館者の多少に乙だわらず電気通信技術に関心

のあ る人々の教育啓発のため役立つようにとの設立趣旨

から ， 興味本位の科学遊園地ないしは科学玩具センタ ー

的なものとなる ζ とを避け ， 展示レペノレも高校生を対象

として設定された経緯から ， かなり格調高いすイエンス

ホールとなっています. もちろん，専門科学館として内

容は豊富であり ， 子供は子供なりに，もっと知識をえた

い人にも充分楽しめる工夫がこらされていますが， 難解

であるとの意見もありますので， 専門知識を平易に解説

案内する通訳的なエスコートガイド(女子短大卒コンパ

ニオン〉を12名 ， ζ れをノくックアックするインス ト ラク

タ ー (大学工学部修士課程の学生〉を 4 名程度配置し

て， 来館者の質問や要望 lζ答え ， 満足がえられるよう努

めています.

これからの課題

以上の経緯と設立趣旨を受けて， 現在， 当科学館では

運営システムの重点項目を次の 3 点 l乙集約しています

が， 要は今後いかにしてその内容を充実するかにかかっ

ています.

(1) 参観者との対話重視

当科学館は総合科学館ではないので， 来館者はある程

度の指向性をもった特定層を惣定してよいと考えます

が，前述のとおり格調が高くクーノレな展示となっている

ζ とも事実なので， 乙れからの課題としてはこの参加シ

ステム " 体験方式を推 し進め，例えば， 押しボタン式の

解説などは内容に選択の余地を持たせて，一方的で堅苦

しい教示lζ終わらないようにする工夫が必要です.ζ の

改善策として52年度新規工事として，創造コーナーやコ

シビュ ータ実演参加コーナーを開設することとなり，テ

レ コムクラブ(友の会，中学生高校生層を予定)の組織化
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iζ定時的なデモ

ンストレー ショ

ンとして簡単な

サイエ ン スショ

ク(電子楽器，

電子銃の組立て

実験など)を行 11I
うほ均入クラ ブ

メ ンパーに対し

てはシリ ーズ学修(土 ・ 日曜を予定)を組み， 具体的な実

験工作や回路実験を通して楽しみながら技術や知識の啓

発に努めてもらう ， 実のある社会教育の場としたいと考

えています.

(2) 保守のダイナミズムの確立

当館の展示機器84点のほとんどは，一品手作り的なメ

カものであり ， ζ れらをし、かに良好な状態で保守するか

は館の死命にかかっています. 現在， 専門の部外保守受

託業者から派遣された常駐要員Kよ って，故障の即時修

復体制が整えられ， 故障はその場で直し，作業それ自体

を展示の一部とするダ寸ナミズムが確保されています

( 1 11寺間以内修復率92 .7 96 ， 4 1時間以内98 . 1 96) しか

し ， 展示機器は次々と老朽化していくので， 常に最良の

作動状態 IC保全していく乙とは，今後も大課題であると

とに変わりありません

(3) 展示の代謝システムの導入確立

エレクトロニク スを中心とする科学技術の発展は目覚

ましいものがあり ， 当館のように乙の分野で未来指向，

原理指向を襟ぼうする専門館では，展示物の陳腐化は致

命傷です 古くなったものは思い切 っ て取り替える程の

基本方針の確立が要請されます 他方， その補完的なつ

なぎ手段としてアッ プ . y ワ ・ デ イ卜な新技術は，特別

展の形でカバーする乙とも一策で， タ イムリーな企画は

予想外の評価をえています(例えば， lノ ーずー， グラス

ファイパーなどの光通信， '7イクロコ ン ビュータなど〕

「展示は生きものであり絶えず新陳代謝が行ーわれてい

なければならない」と言 う ζ とは簡単ですが，乙れを実

現するためKは予算の裏づけが必要であり，設立当事者

当局との折衝に大きなエネノレギーを費やさなければなら

ないことも今後の重大課題です(前島 敏郎〕
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